
門真市職員採用
【建築技術職】

これから大きく変化していく門真市には
建築技術職が必要です！！

庁舎エリア整備を推進

門真市まちづくりtopics

古川橋駅周辺のウォーカブルな
まちづくりを推進

門真市旧第一中学校跡地の利活用

令和５（2023）年４月採用



門真市ってどんなところ？

門真市第６次総合計画

門真市のまちづくり
は、門真市第６次
総合計画に載って

いるね

門真市第６次総合計画 検索



公共施設に関する計画・設計・積算・施工監理、

建築及び開発指導・審査・許可、都市計画関連、
今後の庁舎並びにその周辺の公園及び広場の企
画、調査及び整備等の業務に従事します。
主な配属先：
【都市政策課】【地域整備課】
【公共建築課】【建築指導課】
【庁舎エリア整備課】
【教育企画課】【教育総務課】

建築技術職の業務内容

これまでに完成・工事した公共施設（公共建築課）

門真市立砂子みなみこども園新設 門真市営住宅 新築工事 門真市立総合体育館 新設 門真市民文化会館 大規模改修工事



【まちの顔づくり】
安全・安心で災害に強く、賑わいと交流のある人々が集うまちをつくります

これからのまちづくり
庁舎エリア整備を推進（庁舎エリア整備課）



市道古川橋駅桑才線（都市計画道路）【整備イメージ】

古川橋駅南【整備イメージ】
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センターコア（駅前）

・土地区画整理事業
（道路、広場等の整備）

スモールエリア（駅周辺）
・主要生活道拡幅
・除却補助
・建替促進

密集市街地の解消

新設道路等の整備など
（建物補償、用地買収等）

ハード整備
行政主導

センターコア（駅前）

公共不動産の有効活用
・生涯学習複合施設
・広場、道路、公園

スモールエリア（駅周辺）

民間不動産の有効活用
・空き家、空き店舗
・未利用地

エリアリノベーション

既存ストックの有効活用
（官民の都市アセット）

エリアマネジメント
民間主導

賑わいの創出
想定平均焼失率23％以下

建替促進

連携

古川橋駅北地区のイメージ

～ｳｫｰｶﾌﾞﾙな空間で繋ぎ人の流れと賑わいを創出～
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・幸福町公園の賑わい

・駅南広場の賑わい

大型商業施設の賑わい

門真市駅周辺
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中町地区の賑わい
・防災機能を有する公園

幸福町地区の賑わい
・生涯学習複合施設
・高層共同住宅・商業ｻｰﾋﾞｽ等ｿﾞｰﾝ
・交流広場

：都市再生整備計画区域

：賑わいの創出（広場、公園）

：賑わいの創出（街路）
魅力あるｽﾄﾘｰﾄ空間（回遊）

：密集市街地解消
ｴﾘｱﾘﾉﾍﾞｰｼｮﾝ

：ｴﾘｱ隣接の賑わい

凡例

将来イメージ 密集市街地の解消
・主要生活道拡幅
・除却補助

・石原町公園の賑わい

⇒賑わいの創出

エリアリノベーション
・空き家、空き店舗の有効活用

末広町北公園の賑わい

サンジョゼ広場

古川橋駅周辺エリア内の既存の道路や広場等をウォーカブルな人中心の空間に転換し、官民連携のまちづくりによる賑わいの創出や回遊性の向上、並びに密集市街地等の再生と併せ

たレジリエンスの強化を図り、居心地が良く歩きたくなるまちなかを形成し、エリアの価値向上を目指す。

都市再生推進法人等のまちづくり団体による活動

・都市再生整備計画事業

・歩行者利便増進道路（ほこみち）

古川橋駅周辺のウォーカブルなまちづくりを推進（地域整備課）



高層共同住宅・商業・サービス等ゾーン（まちづくり用地）

■共同住宅（超高層タワーマンション）

古川橋駅至近
地上41階
高さ約138m
全567邸

■ゾーニング・施設配置・動線計画

• 共同住宅と民間提案施設を敷地西側に配置し、交流の輪から｢歴史の輪｣に向けて｢賑わいの輪｣と｢学び
の輪｣の2つの広場を配置。

• 東西の｢交流の軸｣を設置し、人々の回遊性を生み出し、商店街との共存･まちの賑わいを創出

生涯学習
複合施設

（図書館、文化会館）

隣接民地

民間提案施設
(屋上キッズエリア、

エリアマネジメントセンター)

キッズ(コミュニティ)

スペース(1F)

幸福町公園

駅からつながる
賑わいの軸

人が中心のパブリック空間

商店街につながる
交流の軸

輪 -Four Rings Garden-

普賢寺古墳(円墳)の“円”をモチーフにした４つの輪(広場)

をつなぎ、居住者や

地域住民･来街者がまち全体を回遊する、まちの賑わいと

交流を創出するデザインとします。
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学びの輪

京阪古川橋駅

シェルター
雨に濡れない動線

交流の輪

■屋外広場（学びの輪）■屋外広場（賑わいの輪）

（仮称）市立生涯学習複合施設に隣接する市有地において、事業者の技術やアイデア等を活用し、本市の上位計画を踏まえ、エリアの価値を高めるととも
に、本市の魅力アップを先導するまちづくりを進めるため、門真市から市有地を取得し、事業を実施する事業者を公募型プロポーザルにより選定した。
令和3年10月 まちづくり用地活用事業者決定：【代表法人】住友不動産株式会社、【構成員】京阪電鉄不動産株式会社、ミサワホーム株式会社

館内に入った瞬間に驚きと感動が生まれる空間

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

生涯学習複合施設

まちづくり用地
タワーマンション
民間提案施設等

交流広場

基本設計・実施設計 建築工事

基本設計 実施設計・建築工事

整備工事設計

【スケジュール】

生涯学習複合施設
約3,000㎡

交流広場
約2,800㎡

【旧第一中学校跡地活用事業のゾーニング図（平成31年度市決定）】
庁内関係部署における門真市旧第一中学校跡地整備活用方法の検討を踏まえ、事業スキームや各施
設の管理・運営方法等を決定。

高層共同住宅・商業・サービス等ゾーン
（まちづくり用地）約8,900㎡

※敷地の形状・規模等は、土地区画整理事業による仮換地指定をもって確定する

キッズ(コミュニティ)スペース＋テレワークコーナー

1F 地域
開放

1F
地域
開放

テレワークカウンター(ラウンジ)

1F 居住者
専用

• 門真市内No.1の大規模・タワーマンション(共同住宅)。
• 360度顔となるデザインで、門真市民だけでなく他の市からも住みたいと憧れを持たれるようなランドマークを
創出。

• モノトーンを基調とした都会的で洗練されたデザイン。
• バルコニー手すりの配色を縦方向に分割することで建物ボリュームを分節し、周辺への圧迫感を低減。

• 交流を誘発する本事業用地の中心的

な賑わい空間であり、庇を設置してい

る箇所もある為、雨天時もイベント開

催が可能な全天候対応の広場。

• 子どもたちの遊びや多世代交流の空

間として機能し、生涯学習複合施設と

の連携により、学びの機会も提供しま

す。

（仮称）市立生涯学習複合施設

【事業スキーム】
維持管理・運営は、指定管理者とし、施設整備については、基本
設計段階より指定管理者が持つノウハウを反映させる。
実施設計と建築工事は、ＤＢ（デザインビルド）方式により選定さ
れた請負者が行い、工事監理については、基本設計を行った設計
者が行う。

【管理・運営方法】
図書館については、蓄積性・継続性・公平性が求められる業務等

については、市に留保するなど、役割を明確にした上で指定管理者
を導入する。さらに、十分な準備期間の確保や現在の図書館運営
のノウハウ継承のため、生涯学習複合施設開設の一定期間前から、
指定管理者として現図書館の運営させる。
文化会館については、図書館の指定管理者との一体的な管理運
営を実施する。

令和２年12月 指定管理者候補者予定者決定
カルチュア・コンビニエンス・クラブ株式会社

「まちの顔づくり」の観点から、都市景観を構成する上でのラ
ンドマークとしての役割を持ち、まちなみや周辺エリアにおけ
るまちづくりとの調和を図りつつ、多くの市民が自主的・創造
的な文化・学習活動を行えるよう支援する施設。また、市民
の自律と協働を促し、多様な活動を通じて、地域の新たな出
会いと交流の創出、地域コミュニティの活性化を図る場として、
令和6年度末の竣工を目指す。

※本スケジュールは予定であり、変更になる可能性があります

門真市旧第一中学校跡地の利活用（地域整備課）



公共建築課では、学校、庁舎、
市営住宅など市有建築物の建
築工事の設計・施工監理を行っ
ています！

時間 スケジュール

９：００ 業務開始・今日のスケジュール確認、
メールチェック

９：１５ 事務処理

９：３０ 建設事業打合せ

１１：００ 工事スケジュールのチェック

１２：００ 昼食

１２：４５ 事務処理

１３：００ 設計図面チェック

１５：００ 工事定例打合せ

１６：００ 工事書類チェック

１７：３０ 業務終了

建築技術職員の１日スケジュール（公共建築課）

★時代の変化を的確に見極める職員

★新たな課題に挑戦する職員

★市民に信頼される職員

求める人材像

令和５（2023）年４月１日採用

職種・採用予定人数・受験資格

試験
区分

職種
採用予定人
数

受験資格
＜条件を全て満たす必要があります＞

Ｅ１
建築
技術職

若干名

①昭和５７年４月２日以降に生まれた人
②学校教育法による大学（短期大学を含む）、専門
学校等若しくは高等学校で建築に関する専門課程
を修了し卒業した人

Ｅ2
※１

①昭和５７年４月２日以降に生まれた人
②一級建築士又は二級建築士の資格を有する人

※1 試験区分Ｅ2は、第１次試験の事務能力検査・適性検査を免除し、書類選考とします。

 
 

（問い合せ先）門真市役所 総務部人事課 

〒571-8585 大阪府門真市中町 1 番 1 号 

電話番号 06-6902-1231（大代表） 

Ｅメール kadoma-saiyou@city.kadoma.osaka.jp 

業務時間 午前 9 時から午後 5 時 30 分まで 

（土曜日・日曜日・祝日・年末年始を除く） 
 

試験内容や勤務条件
等の詳細について、
必ず試験案内を
ご覧ください！

8月31日（水）１７時３０分まで（必着）

申込受付期限

申込方法

申込フォームのみ（オンライン）
次のQRコードまたはURLから申込
ＵＲＬ（申込フォーム）：
https://logoform.jp/form/JYTH/124626

門真市 先輩職員から受験者へのメッセージ 検索

仕事のやりがい等


